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「日本子ども学会」がめざすもの
設立趣意

　子どもは、私たち大人が適切な育児・保育・教育を保障しなければ、
その身体の成長も心の発達も損なわれる危険にさらされています。子ど
もとは、常に Children at risk（危機にある子どもたち） なのです。

　その危険性を取り除くには、子どものことを考え、子どもの立場に立っ
て、子どもの生活環境の中にあるすべてのモノやコトをデザインする
Chi ld‐Caring Design（成育デザイン。以下 CCD と記します）が必
須です。この CCD を作り出すためには、子どもに関係する人々が、学
者、実践家（保育士、教師など）ばかりでなく、親までも含めて話し合
い、その成果を関係する学問の研究（studies あるいは research）で発展・
深化させ、包括的、統合的に話し合う必要があります。その基盤となる
学際的あるいは環学的な学問体系を、私は「子ども学 Child Science」
と呼んでいます。
　人間にかかわる科学は 20 世紀に大きく進歩しましたが、デカルト主
義的な方法論、すなわち要素還元主義 (reductionism) だけでは人間を科
学的に解明できないことは、誰もが認めるところです。そこに登場した
のが、人間にかかわる自然科学や人文科学を包括し、統合した新しい学
際的、環学的な人間科学（human science）です。そして、人間の形成
期を対象とする「子ども学」は子どもの人間科学であり、人間科学その
ものの中核をなすものと言えます。

　日本子ども学会（Japanese Society of Child Science） は、CCD の
学際的、環学的な話し合いの場であり、人間科学としての「子ども学」
を体系づける場でもあります。2003 年に設立された日本子ども学会が、
21 世紀の歩みとともに発展し、未来を担う子どもたちの幸せのために、
大きく寄与することを願ってやみません。

日本子ども学会 創設者

小林　登
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 日本子ども学会創設者

小林 登先生を悼んで惜別

追悼  小林登先生
日本子ども学会理事長　榊原洋一

　昨年末、小林登先生は 92 歳の天寿を全うされ、安ら
かに永眠されました。
　小林登先生の成し遂げられたことは、あまりにも多く、
そのご紹介だけで紙数が尽きてしまいますが、子ども学
会会員の中にはあまりご存じない方もおられると思います
ので、最初に手短にご経歴をご紹介し、ついで子ども学
を含めた幅広いご活動について、そして最後に僭越なが
ら私の個人的な思い出について書かせていただき、小林
登先生への追悼文としたいと思います。
　小林登先生は、海軍兵学校在学時に終戦を迎え、そ
の後に東京大学医学部に進学するという特異な経歴をお
持ちです。海軍兵学校は、当時の優秀な子弟が通う学
校で、産婦人科の坂元正一氏や哲学者の木田元氏も海
軍兵学校出身です。広島に原子爆弾が投下された時に、
先生は江田島で修練中でした。被爆後間もない広島の町

を通って、下級生を引き連れて東京に戻られたときのお
話をお聞きしたことがあります。
　東京大学医学部をご卒業後、小児科学教室に入局し
てしばらくして、当時はまだ珍しかった海外での研修をめ
ざし、アメリカのシンシナチで小児科研修を受けられま
す。戦後アメリカへの留学はまだ珍しく、大勢の医学部
同級生が留学希望者として登録したものの、いざ実際に
留学するという時に将来の不安等で辞退者が続出し、結
局、小林先生ともう１人だけが実際に留学を果たしたそ
うです。若き小林先生に、すでに進取の精神が顕われて
いたエピソードだと思います。また、その後、今度はイギ
リス・ロンドンのグレートオーモンドストリートにある小児
病院で研修を継続されます。世界の医学の中心がドイツ
から英米に移行するなかで、最先端の臨床医学を実践さ
れたことになります。
　東京大学小児科に戻られると、当時、最年少で小児
科教授に就任され、さらに国際小児科学会会長にも推挙
され、世界の小児科学を率いられてきました。また、国

2019年12月26日、日本子ども学会を創設された小林登先生が逝去されました。
ここに謹んで哀悼の意を表し、心より御礼を申し上げます。

〈プロフィール〉
小林　登（Kobayashi Noboru）

（1927 年 11 月 23 日–2019 年 12 月 26 日）。日本子ども学会創設者。医学者、小
児科医、医学博士。東京生まれ。1954 年、東京大学医学部医学科卒業。米英
留学。東京大学教授、国立小児病院院長、国際小児科学会会長などを歴任。
東京大学名誉教授、日本子ども学会名誉理事長、チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）
名誉所長、国立小児病院名誉院長、日本赤ちゃん学会名誉理事長、日本母乳保
育学会名誉理事長、日本子ども虐待防止学会名誉会長。
小児医学専門書以外の主な著作に『ヒューマンサイエンス』（中山書店）、『子ど
もは未来である』（メディアサイエンス社）、『育つ育てるふれあいの子育て』（風濤
社）、『風韻怎思－子どものいのちを見つめて』（小学館）、『子ども学のまなざし』（明
石書店）ほか多数。受賞歴に日本医師会最高優秀功労賞（1984 年 11 月）、毎
日出版文化賞（1985 年 10 月）、国際小児科学会賞（1986 年 7 月）、勲二等瑞
宝章（2001 年秋）、武見記念賞（2003 年 12 月）など。
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内では大平内閣のブレインとして、臨時教育審議会委員
や中央薬事審議会委員等もつとめられています。東京大
学小児科学教授を定年を待たずに辞められ、国立小児
病院の院長に就任された後も、日本でまだ珍しかった子
どものための院内学級の設置や長期入院児の親のため
の宿泊施設（マクドナルドハウス）の開設など、子どもた
ちのためのグローバルな活動を展開されます。
　小林登先生はその豊富なご経験に裏打ちされた先見
的なお考えを、多数の著書などを通じて社会に発信され
ていますが、その集大成として創設されたのが日本子ど
も学会です。日本子ども学会のスローガンとして有名な「子
どもは未来である」という視点は、現在にも残る子ども
に対する大人社会からの父権主義的な視点への鋭いアン
チテーゼになっていると思います。
　世界の子どもに目を向けると、病気だけでなく、貧困
や飢餓など、日本では必ずしも大きな問題にはなってい
ない困難があることを知っておられた小林先生は、小児
科医の狭い守備範囲を大きく超え、障害を持つ子どもや、
被虐待児に目を向けられました。難病のこども支援全国
ネットワークの設立や、子どもの虐待の情報センター長（子
どもの虹情報研修センター）就任など、休むことなく子ど
ものために邁進されました。いまだ実現されていません
が、政府機関として「子ども省」を作るべきだとも主張さ
れていました。また、最近になって世界中で主張される
ようになった持続可能な開発目標（SDGs）を先取りされ
ており、エコロジーの視点から子どものことを考えるべき
だ、という視点を早くから持っておられました。
　こうした小林先生の先見性には、ただただ驚くばかり
で、もしかして未来を見ることのできる超能力を持ってお
られたのではないか、と思えるほどです。
　当時は社会的な認知が進んでいなかったインターネッ
トの有用性にもいち早く気付かれ、子どもに関する情報
を世界に発信し、学際的な情報交流の場としてチャイル
ド・リサーチ・ネット（CRN）を創設されたのも、小林
先生の進取の精神の発露だったといってよいでしょう。
その活動の一環として、中国の幼児教育専門家との共同
で中国・日本で交互にカンファレンスを行い、自由な意
見交換を行う場として東アジア子ども学プログラムを始め
られました。このプログラムは現在チャイルド・リサーチ・
ネットワーク・アジア（CRNA）として、東南アジアに舞
台を広げて続いています。

　昨年、現役を退き悠々自適の生活を送っておられる先
生をお訪ねしましたが、これだけのことを成し遂げられな
がら、「ぼくは何か少しでも世の中に役立つことをしたか
ね？」と言われました。小林先生の気取らぬ姿勢に感銘
を受けました。
　私が小林先生にお目にかかったのは、医学部での小児
科学の講義が最初だったと思います。まだドイツ医学の
やや堅苦しい系統的な講義が多かった中で、小林先生
の講義は、まったく雰囲気が違っていました。まずご自
身が概論を述べた後に、小児科学教室の若手の医師が
詳細について講義をするという民主的な印象の講義でし
た。また国際的な人脈を生かして、霊長類研究の世界的
な研究者であるジェーン・グドール博士や、ウイルス研究
でノーベル賞をとったガジュセック教授などが登壇すると
いう豪華な内容でした。その当時の私の小林先生の印象
は、変な言い方ですが「小林登先生の頭上には青空が
広がっている」でした。
　小林先生の魅力に引かれて小児科学教室に入局しまし
たが、私が受け持った珍しい免疫不全の患者さんについ
て学生に講義をする機会を与えられ、必死で勉強したこ
とも思い出します。ただあまりの緊張のために、講義自
体の記憶はまったくありません。
　小林先生のご専門は、当時急速に発展していた免疫
学です。免疫不全の患者さんの件もあり、一年間の研
修が終わって地方病院に出向する前に、教授室に呼ば
れ、月一回の研究日には自分の免疫の外来を見学するよ
うに、と有り難いお誘いもいただきました。ところが私は
神経学を専門とすることを決めており、そのお申し出をお
断りしてしまいました。本当に不肖の弟子だったと思いま
す。それにも関わらず、小林先生は決して私を叱ることな
く、しばらくして小児神経学研究のためにアメリカのワシ
ントン大学への留学を決めた時も、ワシントン大学の有
名な研究者の論文を紹介してくださったりしました。そし
て、その後もこの不肖の私を、子ども学会や CRN に誘
ってくださったのです。
　私には神様の存在は理解できませんが、幼少時から
親から聞かされてきた、どこかで「お天道様が見ている」
という言葉はなんとなく信じてきました。しかし、今とな
って分かったことは、私にとってお天道様は小林登先生
であったということです。
　小林登先生のご冥福をお祈りいたします。



4

医学を超えて
日本子ども学会事務局長　木下　真

　小林登先生は生前多くの著作を書かれています。小児
医学の専門書から家庭の医学のような一般向けのもの、
さらにエッセイにいたるまで、そして晩年は子ども学を集
大成するような著作が多くなっていきました。ほとんどに
目を通していますが、もしも、私が数ある著作の中で、
一番のお気に入りを上げるとしたら、1980 年に朝日出版
社から発刊された『〈私〉のトポグラフィー　自己－非自
己の免疫学』になります。小林先生が 53 歳のときに上
梓されたもので、出版時、私はまだ文学部の学生に過ぎ
ず、この本のことはもちろん、小林先生のことも存じ上げ
ませんでした。
　この本を意識するようになったのは、４年後に、「現代
思想」という雑誌で、小林先生が文芸評論家の柄谷行
人氏と、この著作をめぐって対談することになった時で
す。その対談はあまり話がかみ合っておらず、盛り上
がりに欠けるものでしたが、両者は免疫というシステム
に、近代とは異なる人間観を見ているところで一致してい
ました。
　とくに異物を攻撃するはずの免疫システムが自己を攻
撃し始めるアレルギー現象を現代社会のカタストロフィー
につなげたり、病気の原因を外部ではなく内部に求める
ようになった視点の変化を、近代人の内面の発生へとつ
なげる二人の洞察はスリリングでした。免疫が、哲学的
にもおもしろいテーマらしいと気づかされるとともに、小
林登という名前についてもぼんやりと意識するようになり
ました。その時点では、私にとっては、小林先生は子ど
も学の提唱者である前に免疫学者でした。
　『〈私〉のトポグラフィー　自己－非自己の免疫学』が
好きなのは、小林先生が医学者の枠を超えた研究者で
あったことが、端的に表れているからです。医師というの
は、現代では病気を治す職業人になっていますが、もと

もと古代や中世においては、人間とは何かを探求する哲
学者でした。この著者の小林登には、その風情が漂って
います。
　小林先生は、この著作の中では、病気とは直接関係
のない根源的な問題についても洞察を深めています。生
物はなぜ自分を食べてしまわないのか。免疫が保とうと
する自己とは何か、排除しようとする非自己とは何か。な
ぜ私は私でないものになってしまわないのか。自己のイ
ンテグリティ（完全性、恒常性）を保つ機能についての
考察は、宗教や芸術にまで及び、さらに生物学的概念と
哲学的な人間観とのズレを明らかにしたいという野心的
な思いにまで至っています。
　推測に過ぎませんが、多分この頃、小林先生は研究者
として脂ののった、最も勢いのあった時代なのではない
でしょうか。人類の秘密の一端に手が触れたという興奮
が伝わってきて、みずみずしい知性の躍動が感じられま
す。人間とは何なのか、その謎を解き明かしたいという
思いは、そのまま異分野の研究者を集めてスタートした、
その後の子ども学研究会や日本子ども学会にも貫かれて
いったのだと思います。
　小林先生は、医学というのは、病気を治す医師のため
だけにあるのではなく、もっと多くの人間が共有すべき、
豊かで、わくわくする学問であるということを伝えたかっ
たのではないでしょうか。この著書には、「子ども学」と
いうワードはまったく出てきませんが、小林先生が求め
ていた子ども学の原点がここにあるような気がしてなり
ません。
　小林先生から直接何かを学ぶことはもうできませんが、
先生が生前にお書きになった文章と向き合うと、気の利
いたことを思いついた時にニヤリとされるあの笑顔がす
ぐに思い出されます。これからはご著書を紐解くことで、
先生と再会できればと思っています。改めてご冥福をお
祈り申し上げます。

ロンドン留学時代の小林登先生。
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「小林登先生 ご逝去に寄せて」

浅田　稔（大阪大学先導的学際研究機構）

▪同じ年に日本子ども学会と赤ちゃん学会の重鎮、小林
登先生と小西行郎先生のお二人が亡くなられたことは、
誠に悲しく、同時に非常に大きな痛手です。小林先生は
赤ちゃん学会、続いて日本子ども学会の創設に偉大な貢
献をされ、ともに初代理事長を務められました。私が知
る限り、この二つの学会は、若干スコープに差はあるも
のの、最も学際的かつ社会一般の方々が参加できる真に
開かれた学会であり、複雑混迷化した現代社会に最も
必要とされる学会です。
　小林先生の遺志を継ぐとともに新たな価値創造を目指
して頑張っていく決意です。

安倍嘉人（弁護士、公益社団法人家庭問題情報センター理事長）

▪小林登先生に初めてお会いしたのは、先生が子どもの
虹情報研修センター長をされていたときに、横浜家裁の
所長として、家裁の運営について有識者のご意見を聞く
家裁委員会の委員をお願いに行ったときです。先生は子
どものことをトータルに考えるため日本子ども学会を立ち
上げたと熱っぽく語りはじめ、話に引き込まれていると、

「安倍所長が日本子ども学会に入ったら、うちの部長を出
す」と言われました。先生の熱意に打たれ、あっという
間に話がまとまりました。
　以来、日本子ども学会で多くのことを学んでいますが、
先生に感謝で一杯です。安らかにおやすみください。

安藤寿康（慶應義塾大学文学部教授）

▪小林登先生とのご縁は、思い返せば迷える大学院生
時代に読んだ、先生の編纂した『ヒューマンサイエンス』

（中山書店）でした。そのスケールに、日本にもこんなす
ごい人がいると感銘。それは、教育を遺伝と進化から捉
える今の私のアプローチを方向づけるきっかけでした。
　約 15 年後、子ども学会の前身の研究会で初めて小林
先生にお目にかかり、研究発表をいたしました。既存の
学会に居心地の悪さを感じてきた私は、ようやく居場所
を得た思いでしたが、実はキャリアの初めから先生に導
かれていたのでした。この学恩に感謝し、ご冥福をお祈
りいたします。

一見真理子
（国立教育政策研究所国際研究・協力部、幼児教育研究センター）

▪80 年代半ば、小林先生が『新しい子ども学』で原ひろ子・
宮澤康人の両先生と語り合う「子ども学のデザイン」と
題する座談から、院生だった私は深い影響を受けました。
その小林先生が目黒の国研のアジア教育研究室の若手
室員だった私をひょっこりと訪ねて来られたのは、確かミ
レニアムの頃でした。「学際的な学会を作ろうとしていま
す。ついては「子ども学」は中国語ではどういえばいい？ 
あなたの意見を聞かせてほしい」とおっしゃいました。
　どきどきしながら知識を総動員して「児童科学」（Child 
Science）の原点に立ち会った貴重な思い出、先生のご
温顔とともに忘れません。

一色伸夫（子どもメディア研究所所長）

▪〝子どもは未来である＂という言葉は、いつ聞いても私
の心に沁み入ります。NHK 時代に、子どもに関する数多
くの番組（NHK 特集　赤ちゃん〜胎内からの出発〜他）
を企画・制作するなかで、この言葉を述べられている小
林登先生との出会いがありました。 2006 年４月甲南女
子大学に、総合子ども学科が新しく設立され、教員とし
て着任しました。この学科の前身は、1988 年に日本で
初めて開設された「国際子ども学研究センター」で、そ
の初代の所長が当時、日本子ども学会理事長の小林登
先生でした。 子ども学についての先生のお考えは、2011
年出版『子ども学』（企画編集：甲南女子大学　国際子
ども学研究センター）の中で、先生のプレゼンターなどと
してのお話でも知ることができましょう。
　先生のアドバイスを得て、ブラゼルトン博士たちから多
くを学び、「日本子ども学会」の設立にも参加し、現在
に至るまで長きにわたり様 な々人 と々ともに“子ども“に関
われた私の今あるのは、小林登先生のおかげであると感
謝しています。

上田信行（同志社女子大学 現代こども学科特任教授）

▪小林先生との思い出の一つに、1999 年に実施させて
いただいた「PLAYFUL」というワークショップがあります。
先生から「2 年に 1 回、CRN で国際シンポジウムをやっ
ているのだが、次の面白い企画は何かないかね？」と聞
かれたので、間髪をいれずに「会議ではなくて、ワークシ
ョップにしましょう！」と叫びました。この提案には、ベ
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ネッセのみなさんも、半分ドキドキ（不安）、半分ワクワク
（挑戦）でプロジェクトが始まりました。こんな過激な提
案にも、にこにこしながら「まかしたから、たのむよー！！！」
とやさしく見守ってくださっていたのが今も目に焼き付い
ています。
　先生のチャレンジスピリット、大切にしていきます。

牛島廣治（東京大学名誉教授、日本母乳哺育学会元理事長）

▪小林先生と私の縁は、私が東京大学医学部小児科教
室に入局したことに始まります。小児の免疫の発達や母
乳中などの分泌型 IgA が明らかになってきた時です。ま
た、先天性免疫不全症候群の病態が少しずつ明らかに
なり始めていました。小林登先生は教授となられていて
非常にご多忙でいらっしゃいましたが、時々、私たちに
こうしたらうまくいくのではないかとお言葉をかけてくだ
さいました。ハバロフスクの小児科教授から小林先生が
招待された時に、私も一緒に 2 人だけの旅をしたこと、
また私が母乳哺育学会の運営を任された後も、お元気
な時は学術集会に参加されて一緒に楽しんだことが思い
出されます。日本母乳哺育学会の目的は定款にあるよう
に母乳哺育を科学することでしたが、次第に社会学的研
究、支援が加わってきました。これも先生のお気持ちが
そうさせたと思います。
　先生が設立された諸学会が、さらに発展していくのを
見守ってください。心よりKoby 先生（愛称）のご冥福を
お祈り申し上げます。

内田伸子（IPU・環太平洋大学教授、お茶の水女子大学名誉教授）

▪小林登先生と知り合ったのは今から 31 年前、ベネッ
セ（当時；福武書店）の福武總一郎氏が開催した「子ど
も学勉強会（小林先生、石井威望先生、箕浦康子先生、
故東洋先生と私の５名）」の席でした。小林先生のその
該博な知識と人間愛に裏打ちされた真摯なことばから、
私は、〝子どもは文化社会の宝である。その人たちの成長
に私たちがいくらコストを払っても、その人たちの成長に
よってもたさされる私たち文化社会への賜物はコストを帳
消して余りあるものであるに違いない＂と思うようになり
ました。小林先生が照らしてくださった子どもの文化財を
創る道を、心込めて丁寧に歩み続けることで、小林登先
生の薫陶に報いて参りたいと思います。
　衷心よりご冥福をお祈り申し上げます。

太田美代（一般社団法人環境政策対話理事）　

▪小林登先生とは、日本子ども学会設立前からですので
結構長いお付き合いなのですが、個人的なお話をしたの
は一度だけでした。当時私は防災教育に携わっていて、
いわば異分野からの闖入者だったからでしょう。「あなた
のことを教えて」とお呼びになったのです。そして、先生
の質問、合槌、巧みなお世辞とうなづきに促されて、気
づけば小一時間。小児科の名医は、プロの聞き手でした。
　今は天国で、たくさんの子どもたちの話を聞いてくださ
っているのでしょうか。

長田有子（チャイルドケアリングアソシエーション代表理事）

▪小林先生にお会いしなかったら私は療育の仕事をして
いなかったと思います。先生はどの人にも優しく、丁寧に、
平等にお話しくださいました。先生からは子ども学の発
達過程の観点から、また被虐待児の観点からの、療育
方法と障害児教育の方法を教えていただきました。これ
からも子ども学の療育を広くお伝えできるように頑張って
いきます。その事により、少しでも恩返しとさせていただ
きたいと思います。
　先生は永遠に私の心の中に生きています。本当に有難
うございました。

河合優年（武庫川女子大学 子ども発達科学研究センター教授）

▪小林先生、長い間ご指導いただきありがとうございま
した。先生とは、日本子ども学会だけでなく、文部科学
省の会議でもご一緒することが多く、子どもを対象とし
た政策への提言をされるときの、厳としたお姿を何度か
見ることがありました。子どもの未来に対する思いが込
められていたようにも思います。
　先生が考えられていた、幸福な子どもたちの姿を具現
化するように、これからも努力してまいります。これまで
のご指導に感謝するとともに、先生のご冥福をお祈りい
たします。

木下　真（福祉ジャーナリスト）

▪小林登先生は好奇心の人でした。東日本大震災の時に
帰宅困難者となって、中野サンプラザで緊急用の毛布に
くるまって一緒に一晩をあかすことになると、「こんなこと
って、あるんだね」と、少年のように興奮されたご様子
だったことを思い出します。
　専門性にとらわれない、学際的な子ども研究は時代の
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要請ではありましたが、小林先生の資質とも大きくかか
わっていたと思います。初めての出来事である「死」を前
にして、どんなことを思われたのか。叶わないことながら、
ぜひお聞きしてみたいものです。

小林美由紀（白梅学園大学 子ども学部教授）

▪ダンデイでスマートな小林登先生に初めてお会いした
大学での授業で、小児科という学問の真髄を伝えてくだ
さったことが、私が小児科に進むきっかけとなりました。
入院患者のカンファレンスでは、ご専門の分野以外でも
鋭い質問をされていたのが記憶に残っています。
　一方で入院している子どもたちやご家族との毎週の昼
食会では、同じテーブルでご一緒される優しい姿を垣間
見ることがあり、子どもたちの未来をいつも見据えてい
た姿が印象的でした。先生が築かれた「子ども学」の志
をこれからも大切に育てていきたいと思います。

沢井佳子（チャイルド・ラボ所長）

▪夜明け前の富士の高嶺が、いち早く「あしたの光」に
輝くように、小林登先生は子どもを通して未来と希望を
お示しくださいました。1988 年、大学院の集中講義で
お話し下さった「子どもの未来」の課題の予想は、2020
年には現実化しています。
　「海洋生物学が好き」とおっしゃった先生が、タコからヒ
トの中枢神経までを論じた J.Z.Youngと同様、地球生命
史と人類思想史を見渡し、「子どもの人間科学」をご発案
になった経緯を思いますと、今後も先生の「先見性」の頂
きを仰いで、富士の裾野のように広大な領域の仲間を増や
し、子ども学の山に石を積み続けたいと願うのです。

志村洋子（埼玉大学名誉教授）

▪小林登先生、これまでいただきましたご指導に感謝いた
します。ご訃報を伺い、小林先生の国立小児医療研究セ
ンターの研究室にはじめて伺った日のことを思い出しました。
先生は優しい笑顔で迎えてくださり、乳児の音声解析を中
心とした共同研究の検討が始まりました。この研究は、助
手をされていた水上啓子先生と当時の国際小児科学会長
のチェッターストローム先生を介して、ストックホルム大学で
の音声研究に結び付くのですが、グローバルな視点の重
要さを知る有難い機会でした。
　そして先生の歌声も。「子守歌」を啓蒙する番組で、コ
ンサートホールの舞台に並んでご一緒に歌いました。先生

の優しいこわね声音のびやかな歌声を今も大事に胸にしま
っています。

菅原ますみ（お茶の水女子大学　基幹研究院人間科学系教授）

▪小林先生のご著書を初めて拝読したのは、1984 年発
刊の『ヒューマンサイエンス』（全５巻、中山書店）でござ
いました。院生だった私の人生の目標は、このとき、「人間
発達の研究を続けて、小林先生のようにエビデンスをもとに
子どもの幸せを守れる人になろう！」と、とてもきっぱりと決ま
ったことを鮮やかに記憶しています。 
　36 年の月日が立ってしまい、目標への道は未だはるか彼
方ですが、先生が遺してくださったたくさんの道しるべを頼
りに、この先も歩んで参ります。生前のご指導に深く感謝
致しますとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

高塩純一（びわこ学園医療福祉センター草津）

▪小林先生と初めてお話ししたのは、2007 年、まだ神田
に CRN があった時でした。当時、『ベビーサイエンス』に
投稿した論文を英語版で掲載するため CRNを訪ね、小
林先生と障害のある子どもたちの話で白熱していた時、突
然、先生から「高塩君、きみが思っていることをCRN の
コラムで書いてみなさい」と言われ、「琵琶湖から吹く風」
を執筆することになりました。
　あの時、先生から後押しをいただかなかったら、今もまだ、
混沌とした世界を彷徨いながら子どもたちのセラピーを行っ
ていたと思います。
　先生からいただいた言葉を胸に、第 17 回子ども学会議
を開催します。どうか天国から見守っていてください。

おしゃれで、いつもダンディだった小林先生。
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所 真里子（元 チャイルド・リサーチ・ネット研究員）

▪小林登先生と初めてお会いしたのは、20 世紀最後の
年でした。Friedman 博士初来日の国際シンポジウム、
日本子ども学会の設立、CRN 中国語版の開設、大江健
三郎氏を招いての国際シンポジウム……。次から次へと
湧き出る小林先生の「子ども学」への想いを、必死に追
いかけた 7 年間でした。異動辞令が出たとき、先生は「ま
さにチャイルド・ケアリング・デザインの部署ではないか、
頑張りなさい」と激励してくださり、その後、私が「子ど
もの安全」に取り組むきっかけとなりました。
　「21 世紀こそ子どもの世紀に」。先生が何度も記された
言葉です。先生の想いは、忘れず引き継いでいきます。

中井昭夫（武庫川女子大学 子ども発達科学研究センター教授）

▪小西先生に続いて、とても大きく、とても大切な方を
失い、言葉もありません。
　小林登先生は、私が 2015 年に第 12 回日本子ども学
会学術集会の大会長をさせていただいた際、大会長講
演の座長の労をとって下さったばかりか、第 3 回の稲垣
由子先生以来、久々に小児科医が大会長を務め、また
参加人数も過去最高、プログラムも充実していたことなど、
大変喜んでいただき「よい学会です。ご盛会おめでとう！」
と何度も握手してくださいました。新設地方単科医大出
身の一介の小児科医である私のような者にとって雲の上
の人と思っていた憧れの先生にそのようなお言葉をかけ
ていただき、夢のような気持ちで、大変感激したことは
忘れられません。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

仁木和久（産業技術総合研究所客員研究員）

▪子どもの可能性に目をむけ・育てる「子ども学」を、深
い洞察にもとづき提唱され、その実践を目指す集いの場

「日本子ども学会」を創設された小林登先生。
　先生との出会いは、私の脳イメージング研究が「脳科
学と教育」に採択され、教育と脳科学の架橋研究のあり
方を模索している時でした。「子ども学会に入ったらいい
よ」とのお誘いで、先生の「子どもはインフォメーション・
シーカー」に共感しつつ、学校教育でなぜそのアクティ
ブさが失われるのかの問題意識に駆動され、今「アクテ
ィブ・ラーニングの脳科学」に挑戦できているのは、先
生のおかげと思います。小林先生のこれまでのお導き、
本当にありがとうございました。

開　一夫（東京大学大学院総合文化研究科教授）

▪小林先生のような偉大な方とお目にかかれたことは、
僕の科学者としてのコンパスとなっております。自分が今
なにをすべきかを考える時には、小林先生のお顔を思い
浮かべます。神保町の中華料理屋では、戦後のこと、原
爆被害者のことをお話くださいました。医師としての先生
のご活躍もさることながら、赤ちゃんを観る科学者（ある
いは理家？）としての先生のお考えは、今でも僕の心の
中に活きています。　　
　「Information Seekerとして乳児 を捉える」というアイ
デアは、現在の乳児研究においてもっとも大切なことだ
と思います。

福澤（岸）利江子
（筑波大学医学医療系助教 CRNドゥーラ研究室担当）

▪小林先生は「ドゥーラ」という、産婦に寄り添う女性を
指す概念を日本に初めて紹介されました。40 年余が経ち、
日本でもドゥーラが認知されてきました。私は先生の「誰
でもドゥーラになれる」というお言葉を胸に、ドゥーラを職業
としてではなく概念として追求するという目標に辿り着きまし
た。15 年前、米国留学中に途方に暮れていた頃、先生
が CRN 内に「ドゥーラ研究室」を作ってくださり、そのお
かげで今の自分があります。
　何の関係もなかった私にも、温かく道を開いてくださった
小林先生。先生へのご恩は今後出会う方たちへお返しす
る所存です。

箕浦康子（お茶の水女子大学名誉教授）

▪私 が 小 林 先 生 に 初 めてお目に か かりました の
は、1987 年に東京で開かれた 国際行動発達学会の
Japanese Research Highlight のセッションでした。そ
こで Quantitative Evaluation of Infant Behavior のご
発表での石井先生と開発された斬新な研究手法に感銘
を受けました。1993 年に上京しましてからは、先生の御
推薦で、ベネッセが事務局を担当していた子ども学研究
会、放送文化基金ほかのサポートを受けた研究会（成果
は、『情報革命の光と影：カルチュラルエコロジーの視点
から』）に参加させていただきました。
　先生の期待に応える仕事ができていたかは心もとない
限りですが、自分の専門分野以外へ視野を広げてくださ
ったことには大変感謝しております。
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宮下孝広（（白百合女子大学人間総合学部教授・副学長）

▪日本子ども学会の設立総会を含む「第０回子ども学会
議」を、小林登先生のご配慮で白百合女子大学で開催
させていただいたのは、たいへん光栄なことでした。そ
の時、先生が宣言された設立の趣旨は『チャイルド・サイ
エンス』誌の巻頭に掲げられている通りですが、先生の、

「学際的・環学的」な研究の基盤の上に、子どもに関係
する人 と々して実践家や親までをも含めてチャイルド・ケ
アリング・デザインを創り出そうという発想の先見性には、
未だに敬服するばかりです。先生が指し示してくださった
この道を歩み続けていきたいと思います。

劉　愛萍（Child Research Net 主任研究員）

▪先生が設立されたチャイルド・リサーチ・ネット（ＣＲＮ）
に私が参加したのは 2004 年の秋でした。2005 年には
中国語版のホームページが誕生。さらに「東アジア子ど
も学交流プログラム」（計 10 回、日中の間で学術交流会
議を行いました）を立ち上げ、毎年、中国各地の大学で
研究者や幼児教育現場の教師、大学生と交流を行いま
した。これは「日本は課題先進国なので、日本で起きた
ことは東アジア諸国も起こりえる。早めに課題を共有し、
日本の教訓を伝えるべきだ」という先生の考えのもとに
進めた事業の一つでした。
　小林先生は「21 世紀こそ子どもの世紀に」と、よくお
しゃっていました。「小医治病、中医治人、大医治国」
という中国語のことわざがあります。尊敬する小林登先
生はまさに「大医」でした。

渡部　茂（明海大学保健医療学部 口腔保健学科教授）　

▪小林登先生、ありがとうございました。子どもの医
療、子どもの幸せのために一生を捧げられ小林登先生の
ご冥福を心よりお祈り申し上げます。先生が提唱された

〝Human Science＂ 子ども学、「子どもは生物学的存在と
して生まれ、社会学的存在として育つ。子どもを育てる
科学は諸科学を広く統合した文理融合科学でなければな
らない。」は、子ども世界、そして日本を構築する礎とし
ていつまでもしっかりと受け継がれていくことでしょう。
　2010 年第７回日本子ども学会議を開催させていただき
ましたこと、先生の息吹に触れることができましたこと、
無上の喜びでした。感謝の気持ちと共に謹んで哀悼の意
を表します。

渡辺富夫（岡山県立大学情報工学部教授・副学長）

▪大学院生時代の母子間コミュニケーション研究会で、
小林先生が「赤ちゃんはお母さんの語りかけに対して何
十万回、何百万回とリズムを合わせて引き込むことで、
言葉という文化を獲得している」と話されたことに強く感
銘したことを今も鮮やかに覚えています。それ以来、人
をつなぐ身体的引き込みの不思議さ・重要性に魅了され、
40 年にわたり温かい眼差しでご指導いただきました。
　いつも先生の笑顔とお言葉に勇気づけられ、大いに励
まされました。誠にありがとうございました。小林先生の
ご冥福を心からお祈り申し上げます。

チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）スタッフ一同
▪小林先生を頭に思い描こうとすると、いつも柔らかな
笑みをたたえたお顔が思い浮かびます。世界中の子ども
たちへの慈愛に満ち溢れた小林先生には、定期的に健
康体操に通うエピソードを CRN メンバーの集まる定例会
で披露してくれたり、流行りのアイドルの歌に合わせ踊っ
てくれたりする、おちゃめな一面もありました。
　チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）は、小林先生
が 1996 年に創設された、学際的・国際的な「子ども学」
研究所です。「世界の子どもたちの well-being のために、
子どもを取り巻く様 な々問題を解決すること」を理念に据
え、活動を続けてまいりました。
　現在、CRN の所長は榊原洋一先生に引き継がれてお
りますが、創設時に小林先生が提唱された理念は今も
変わらず生き続けています。世界の子どもたちの well-
being のために、CRN 一同、これからも精進してまいり
たいと思いますので、遠い空の上から、どうか見守って
いてください。

中国鄭州にて。子どもと接している時の笑顔は特別だった。
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幼児を連れて美術館に

――もともと、どんなきっかけから子どもたちを美術
館に連れていかれるようになったのでしょうか。
杉浦：イギリスなど欧米では、美術館での学びを支援
する「美術館教育」という仕組みがあります。私はイ
ギリスの大学院で学んでいた時にその現場に出会い、
美術館教育について学び始めました。その後、帰国し
てから東京の大田区でペンギンクラブという小さな教
室を作って、子どもたちを美術館に連れていく活動を
細々と始めたのです。24 年前のことです。美術館教
育を掲げて募集をしても、生徒は集まらないと思った
ので、幼児がアートを通して英語を学ぶ教室も兼ねた
ものでした。
　教室の子どもたちの様子を見ながら、2 か月に 1 回
程度、これはと思う展覧会を選んで、みんなで美術館
に出かけました。ただ美術館に行くだけでなく、行く
前にお話をしたり、当日作品を見ながら使うワーク
シートを作ったりして、作品にきちんと向き合えるプ
ログラムを準備しました。参考にしたのは手元にあっ
たイギリスの博物館教育についての書籍だけでしたの
で、ほとんど試行錯誤による手作り教育でした。
――幼児の美術教育というと、お絵かき遊びや折り紙
づくりなどの創作活動を行うのが一般的ですが、美術
館での作品鑑賞にこだわられている理由は何なので
しょうか。
杉浦：もちろん、私は作ることを否定するわけではあ
りません。創作活動も作品鑑賞も、どちらも大切に思っ
ています。

　ただ、私が美術館での作品鑑賞にこだわるのは、口
幅ったいですが、日本人の美術との付き合い方を変え
たいという思いが根底にあるからです。日本では、美
術館は、絵がとても上手かったり、専門の知識をもっ
ているという美術に近い人たちや、静かに美術鑑賞が
できる人たちが集まる場所になってしまっているよう
に感じていました。美術館は鑑賞を通してアートから
刺激を受ける生涯学習施設なので、限られた人たちだ
けでなく、もっと多くの人、とくに大人だけではなく、
感受性の豊かな子どもたちにこそ開かれるべきだと
思っています。
　とはいえ、最近はずいぶん開かれた美術館が増えて
きました。それでも小さい子ども連れだったりすると、

幼児がどんなアートに
心ひかれるのかを、大人が先回りして
決めてしまわない方がいい
杉浦幸子さん（武蔵野美術大学芸術文化学科教授）

《インタビュー》

　杉浦幸子さんの専門は美術館教育。イギリスの大学院で学んでいる時に美術館教育に出会い、
帰国後に個人的に教室を開いて、子どもたちと美術館を活用する活動を始めました。日本の幼児
教育の現場では、美術に親しむのは遊びを通じてが多く、美術館での作品鑑賞はあまり行われま
せん。しかし、杉浦さんは 20 年以上前から積極的に幼児と、また最近では赤ちゃんとも美術館を
活用しています。長年の活動を通じてどんなことが見えてきたのか、お話をうかがいました。

（聞き手：日本子ども学会事務局長・木下　真）

ペンギンクラブの鑑賞ワークショップ
（長泉院付属現代彫刻美術館）
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保護者はびくびくしていないといけないように思いま
すし、嫌がられるのではないかという不安で行けない
方もいます。受付で「かわいいお子さんですね、よう
こそ」と言われれば。モチベーションも上がりますけ
ど、「お子さん連れですか。うるさくしないでくださ
いね」と警戒心を示され、看視員がレシーバーをもっ
て、部屋ごとに付いてこられたりしたら、気持ちは萎
えてしまいます。ヨーロッパやアメリカの多くの美術
館と同じように、日本の美術館も小さな子どもたち
であっても、気楽に入っていける場であってほしいと
思っているのです。
　

学びの場として美術館を活用する

――同じミュージアムでも、自然博物館は子どもたち
のために開かれていますよね。
杉浦：社会教育施設だという意識が強いからだと思い
ます。成り立ちの経緯が異なり、社会、理科、生活な
どさまざまな教科がかかわりやすく、教育的意義が認
められやすい。それに比べると、美術館は美術の勉強
にしか役に立たないと思われがちです。本当は美術も
歴史や国語、宗教、理科などがかかわっていて、美術
にとどまらないのですけど、社会科見学の場所として
美術館が選ばれることはなかなかないようです。
　また私は、自然博物館と美術館で子どもたちが得ら
れる刺激が異なっていると思います。自然博物館にあ
るのは、主に自然のものですが、一方、美術館にある
のは人が作ったものです。時代を超えて受け継がれて
きた作品は、作者たちや受け継いできた人たちの思い
が詰まったミクロコスモスを成しています。自然物と
は違った意味で奥深い世界であり、そのような違いが
あるからこそ、大切にしてほしいと思うのです。
――ヨーロッパの美術館に行くと、子どもたちが床に

腰を下ろして、輪になって、先生の説明を聞いている
光景によく出くわします。日本でもそういうことは可
能になるのでしょうか。
杉浦：私がもともと美術館教育に出会ったのは、イギ
リスに留学していた時代で、ウェールズの首都カー
ディフにある国立博物館でした。総合博物館で２階が
美術館になっているのですが、1994 年の秋、床に座っ
た子どもたちがモネの《ルーアン大聖堂》の絵を見て
いたのです。イギリスでは、テート・ブリテンなど国
を代表する美術館でも、そのように子どもたちが床に
座って、壁の絵を見ていても、寝転がって天窓を眺め
ていても誰も何とも言いません。当たり前の光景です
から。でも、日本の国立美術館のエントランスで、寝
転んで天井を見ている子どもたちがいたら、警備員さ
んが驚いて飛んでこられるだろうと思います。
――日本の美術館の場合、幼児を連れていると、どん
な点で警戒心をもたれるのですか。
杉浦：「うるさくするのではないか」「走り回るのでは
ないか」「作品に手を触れるのではないか」。美術館側
はそういうことを気にすると思います。来館者の中に
も、「美術館はちゃんとした大人の場所、子どもが自
分の鑑賞を阻害するのでは」という心理的なバリアか
ら、子どもがいるだけで「チッ」と舌打ちしたり、迷
惑がる人は少なからずいます。
――子どもたち自身の作品鑑賞の様子はどんな感じな
のですか。
杉浦：長年やってみて実感したのは、いかに子どもた
ちが刺激を受けたがり、学びたがる存在なのか、とい
うことですね。作品についての知識は大人の方が多い
かもしれませんが、美的体験を自分の中で発展させる
力は、子どもの方がはるかに強くて、人が作った創造
物であるアートと出会うことが、明らかに子どもたち
の発達にいい影響を与えていると思います。赤ちゃん

カーディフ国立博物館での絵画鑑賞（カーディフ国立博物館提供）
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は「今日は、こんなことを学んだよ」と言葉で伝えて
はくれないですが、彼らが作品を見て喜々としている
様子を見ると、五感で刺激を得て、何かを学んでいる
ことは明らかですね。
　ですから、経済的に恵まれた家庭で育ち、保護者の
意識も高くて、美術館がある都市部で暮らしているよ
うな子どもだけではなく、もっと多くの子どもたちが
アート作品に接する機会を作れるといいなと思ってい
ます。
――作品鑑賞と言っても、「教育」である以上、成果
を求められますよね。何をもって活動を評価するのか
と問われたら、どのようにお答えになりますか。
杉浦：私は学校の図工・美術の先生方から、その点に
関してコメントやアドバイスを求められることがよく
ありますが、率直に言えば、作品鑑賞には、点数で測
るような従来型の評価はなじまないと思っています。
評価を求める人には、鑑賞の評価とは何か、どのよう
な評価を行ったら良いのを逆に尋ね、新たな評価方法
を一緒に作りたいですね。作品をいくつ見たのか、絵
画の知識がどれぐらい増えたのか、といった定量的な
評価だけでなく、どんなふうに作品や美術館を楽しん
だのか、鑑賞した作品についてどういった発言をした
のかといった定性的な評価もできると思います。
――作品鑑賞にまったく興味を示さない子どももいる
と思いますが。そのような子どもは低い評価になりま
すか。
杉浦：私のいままでの経験からすると、美術作品に出
会ってまったく興味を示さない子どもは、まずいませ
んでした。関心の持ち方が一人ひとり違うのは確かで
すから、全員一律のアプローチでは退屈したり、関心
を示さない子も出てくるかもしれません。でも、美術
館の楽しみ方はいろいろありますから、子どもをよく
観察し、アプローチの仕方を考え、声がけをしながら

ていねいに接していけば、誰でも何らかの楽しみを見
つけ出すと考えています。退屈する子どもがいたとし
たら、その子に問題があるのではなく、プログラムや
授業の設計に改善すべき点があるのだと思います。
――いまメディア機器の発達によって、子どもたちは
あふれかえるほどのビジュアル情報に日々接していま
す。そのような子どもたちが美術館でアート作品を鑑
賞する意義とは何なのでしょうか。
杉浦：近年、動画での表現が非常に増えていますが、
動画は子どもたちが受け身の姿勢で鑑賞できてしまう
ものです。それに対して、アート作品の多くは、静止
した絵画や彫刻なので、鑑賞となると自分の方から積
極的にアプローチしていくことになります。想像力を
発揮し、能動的に何かを発見する力を養うには、アー
ト作品の鑑賞は最適だと思います。

「赤ちゃん美術館」をつくりたい

――これからは、どんな活動をしていきたいと思われ
ていますか。
杉浦：先ほど教育の成果をどう測るかというお話が出
ました。短いスパンでアート作品の鑑賞の成果をはか
ることよりも、長いスパンで鑑賞が子どもたちにどん
な影響を与えるのかにとても関心があります。最近は、
埼玉県の狭山ひかり幼稚園というキリスト教系の幼稚
園の活動に注目しています。この幼稚園は 40 年以上、
年長の子どもたちを上野の国立西洋博物館に連れてい
き、作品を鑑賞する活動を続けているのです。
　最初に参加した幼児は、いまや 50 歳を超えていま
す。そんな長期にわたって幼児の鑑賞活動を継続して
いる施設は世界にも類を見ないので、美術館体験が子
どもたちの成長にどのような影響を与えているのか、
卒園生の調査をぜひさせていただきたいと思っていま

狭山ひかり幼稚園の美術館訪問（国立西洋美術館）
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す。私も鑑賞ツアーに同行されてもらったのですが、
子どもたちの自発的な鑑賞体験を生み出す、とてもい
いプログラムを実践されていました。
――鑑賞ツアーは、具体的にはどんな流れで進むので
すか
杉浦：まず西武池袋線の入間市駅で、先生方が保護者
から子どもたちを預かるところから始まります。そし
てレッドアロー号に乗って池袋に出て、山手線で上野
駅まで向かいます。上野駅に着いたらまず国立西洋
美術館の《考える人》と出会います。その後、上野
公園でお昼ご飯を食べ、お菓子の交換をして、噴水
を見たり、国立科学博物館前のクジラの展示を見な
がら、再び国立西洋美術館に戻ります。館のコレクショ
ンの中にはキリスト教絵画が多いので、キリスト教系
の幼稚園の子どもたちにとってはなじみが深く、キリ
ストやマリア様が描かれている絵画を特に熱心に見て
いました。
　彫刻のエリアではポーズを真似したりしますけど、
館内を走ったり、作品の前に引かれた線を踏み越えて
作品に近づくような子どもはいません。鑑賞後、手に
スタンプを押したり、ミュージアムショップで家族へ
のお土産を買うのも、美術館体験の一環です。最後は
ロダンの《地獄の門》を見て、美術館を後にします。
朝からかなり長丁場になりますけど、帰りの電車内で
眠ることもなく、元気なままで狭山ケ丘駅に着いて、
迎えに来た保護者にその日の出来事について話をしな
がら帰っていきます。
　ペンギンクラブの美術館訪問も同様な考えで行って
いましたが、美術館の鑑賞だけでなく、電車での移動
も含めて、一日の出来事がすべて子どもたちの学びに
なっていると思います。すぐに忘れてしまうと思う人
もいるかもしれませんが、そんなことはなく、ペンギ
ンクラブに来ていた子どもたちも、成人し、社会人に
なってからでも美術館訪問を覚えていて、振り返って、
楽しかったと話しています。
――杉浦さんのペンギンクラブや「赤ちゃんとびじゅ
つかん」の活動などを通じて、子どもが好むアート作
品の傾向が見えたりしましたか。
杉浦：子どもによって千差万別ですね。その子の成
育歴や最近の体験の影響も受けますし、こんなもの
には子どもは興味をもたないだろうと大人が思って
も、意外なものに興味を示すこともあります。子ども
がどんなアートに心ひかれるのかを、大人が先回りし
て決めてしまわない方がいいと思います。それよりむ
しろ、赤ちゃんや子どもの反応を見て学ぶべきだと思
います。
　先日、私が勤務する武蔵野美術大学で教職員研修が
あったのですが、そこで「これからの大学で何かやり

たいことは？」と問われて、「赤ちゃん美術館を作り
たい」と答えました。赤ちゃんが関心を示しやすい作
品や赤ちゃんに見てもらいたい作品を集めて、赤ちゃ
んファーストの展示を行う美術館です。展示の位置を
低くして、幼児や赤ちゃんでも見やすい高さにするよ
うな工夫もしたいです。日本子ども学会や日本赤ちゃ
ん学会で、赤ちゃんや幼児の発達に詳しい専門家の先
生方のご意見もぜひお聞きできればと思っています。
　美術館は地域の社会資産として、幅広い人たちのた
めにもっと活用されるべきだと思っています。美術館
の多くは国公立で、運営の原資の多くが税金でまかな
われています。つまり、美術館は美術愛好者のためだ
けではなく、みんなのものであり、そこには将来の納
税者となる赤ちゃんも子どもも含まれるでしょう。彼
らが大人になったときに、「何の恩恵も受けてないし、
興味もない」と言い出したら、「美術館など必要ない」
ということにもなってしまいます。美術館を社会から
なくさないためにも、小さい頃から美術館に親しんで
もらう姿勢がますます求められると思います。

〈プロフィール〉

杉浦幸子（すぎうら・さちこ）

武蔵野美術大学芸術文化学科教授。1966 年東京生まれ。1990 年

お茶の水女子大学文教育学部哲学科美学美術史専攻卒業。1995

年ウェールズ大学大学院カーディフ校美術館教育専攻修了。

2002 年～ 04 年、森美術館パブリックプログラムキュレーター。

2005年～12年、京都造形芸術大学プログラムコーディネーター。

2012 年より武蔵野美術大学芸術文化学科准教授、2015 年より

現職。専門は美術館を活用する、多元的・複合的な「美術館教

育」。現在、乳児と美術館をつなぐ「赤ちゃんとびじゅつかん」

や、保育園にアート作品を常設展示する「保育園美術館プロジェ

クト」など、幼い子どもたちとアートを鑑賞を通してつなぐ教

育を実践研究している。
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教育の魅力で全国から離島へと人を呼ぶ

　岩本悠さんは、島根県の隠岐諸島の海士町にある隠
岐島前高校に、東京や大阪などの都市部の子どもたち
を入学させる「島留学」という事業によって、都会を
めざす流れと逆行する流れを作り出すことに成功した
ソーシャル・イノベーターです。もともとは東京出身
で島根が故郷ではありませんが、ソニー株式会社で人
材育成を担当していた時代に、たまたま海士町の中学
校の出前授業に講師として招かれたのがきっかけで、
2006年に会社を辞め、島に移住することになりました。
そして、雇用の場を創出するのではなく、教育の場を
魅力化するという独自のやり方で人口の流出を食い止
め、人材を育成しながら地域の課題も解決していくと
いう新しい方法論の確立に挑戦し続けています。
　なぜ人口が減少し、過疎化が進む離島の高校に、わ
ざわざ都会の子どもたちが留学してくるのか。岩本さ
んは「人・物・金・情報が集まりにくい孤島」という
不利な条件を逆手にとって、未来を切り拓くための地
域再生のモデルをみんなで作ろうと呼びかけました。
学校だけを学ぶ場とするのではなく、島を丸ごと学校
だと考え、課題が山積する地域こそ、学びを活かす場
であるとしたのです。
　田舎の魅力を伝えるには、「豊かな自然」「おいしい
食べ物」「あたたかい人情」をアピールするのが常套
手段ですが、岩本さんは、都会のように便利なものや
刺激的なものが何もなく、多くの課題や困難を抱える
過疎地であることを、あえてはっきりと留学希望者に
伝え、そこで必要とされる知恵や生き方を身に付ける
ことが、人間的な成長につながると訴えました。
　当初は「島の学校で勉強したいと思う子などいるは
ずがない」「地元の子が出ていくのに、外から呼ぶな
んて無理」「興味をもつとしたら、どこにも行き場が
ない問題を抱えた子どもだけだ」と、疑問視する意見
がほとんどでした。
　しかし、2010 年度から全国８か所の都市で説明会を
開き、都会と異なる環境で学ぶ意義について発信し続
けると、新しい教育に関心を示す生徒や親たちが徐々
に現れるようになりました。学校と塾を往復する毎日
に飽き足らなさを感じ、もっと別の世界で自分の可能
性を広げたい、異文化体験をしてみたいと考える中学

生や、そのような思いに共感する保護者が都会には一
定数いたのです。
　隠岐島前高校の生徒数は、2009 年には 91 名でした
が、2018 年には 179 名にまで持ち直しました。地域留
学生によって、廃校寸前だった島の高校が復活したと
いう出来事は、地域再生を願う全国の市町村の注目を
浴びました。都会の子どもたちを留学させる動きは他
の地域にも広がり、「島留学」は、全国の高校を巻き
込む「地域みらい留学」へと発展していきました。
　昨年の「地域みらい留学フェスタ」という合同説明
会には、北は北海道から、南は沖縄に至るまで、全国
52 校の公立高校が参加しました。いずれも離島や中
山間地にあって、募集をかけても定員に満たない統廃
合の危機にさらされている高校です。東京・大阪・名
古屋などの都会の中学３年生たちに、地元の高校の魅
力をプレゼンするのは市町村の職員や高校の教職員な
どですが、中には、在校生自らが母校の良さをアピー
ルする姿も見られました。
　並んだブースの高校の教職員からは、「あと５人新
入生が減ってしまったら、統廃合の対象になる」と、
危機感を募らせる声も聞こえますが、岩本さんは、た
んに地域の高校を存続させるためだけに高校魅力化プ
ロジェクトを進めているわけではありません。日本の
未来を担える人材を育てるためのインキュベーターと
して、離島や中山間地の公立高校をとらえているので
す。成育環境が異なる多様な生徒たちが、価値観の違
いを乗り越えて協力し合いながら、困難な課題に挑戦
していく学びの場は大変スリリングだと言います。文
部科学省や地方創生にかかわる行政機関も、そのよう
な岩本さんたちの活動に熱い視線を注いでいます。
　巨大タンカーを引っ張るタグボートのように、いま
島根県の小さな離島が、日本の教育全体を新たな大海
原へと導こうとしています。

（文・写真：日本子ども学会事務局長・木下真）

〈プロフィール〉
いわもと・ゆう　1979年東京都生まれ。学生時代にアジア・アフリカ20ヶ国の
地域開発の現場をめぐった体験をもとに『流学日記』を出版し、その印税で
アフガニスタンに学校を建設する。卒業後は、ソニー株式会社で人材育成
等に従事するかたわら、全国の学校で開発教育・キャリア教育に取り組む。
2006年に海士町に移住し、教育を核とした地域創生に挑戦。現在は全国で
高校魅力化に取り組む仲間たちとのネットワークを広げている。

岩本 悠さん
島根県教育魅力化特命官／
地域・教育魅力化プラット
フォーム共同代表
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東京の中学生が
北海道奥尻高等
学校の説明に耳
を傾ける


